
                          
 

パ
リ
五
輪
の
開
幕
直
前
、
女
子
体

操
選
手
が
十
九
歳
で
喫
煙
、
飲
酒
を

し
、
「
辞
退
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ

る
が
事
実
上
の
五
輪
出
場
停
止
処
分

と
な
っ
た
。 

 
 五

輪
と
言
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

夢
で
あ
り
、
そ
れ
を
目

前
に
控
え
た
選
手
に
と

っ
て
は
全
て
と
言
っ
て

良
い
。
そ
の
た
め
、
ル

ー
ル
違
反
を
し
た
と
は

い
え
長
年
努
力
を
重
ね

て
き
た
彼
女
か
ら
五
輪

の
出
場
権
を
奪
っ
て
し

ま
う
の
は
「
不
寛
容
」

だ
と
い
う
声
が
噴
出
。

他
方
で
、
二
十
歳
未
満

の
喫
煙
、
飲
酒
は
違
法

で
あ
り
、
五
輪
選
手
に

相
応
し
く
な
い
と
い
う
厳
し
い
意
見

も
あ
っ
て
、
世
論
は
二
分
し
た
。 

 

私
は
と
い
う
と
、
「
不
寛
容
」
だ

と
感
じ
た
一
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
）

の
判
断
に
対
し
て
で
は
な
い
。
同
議

論
を
め
ぐ
る
世
間
の
言
葉
に
対
し
て

そ
う
強
く
感
じ
た
の
で
あ
る
。 

 
 彼

女
を
長
年
観
察
し
、
彼
女
に
最

も
期
待
を
し
て
い
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
が
下
し

た
判
断
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
自
体
は

尊
重
す
る
ほ
か
な
い
。
一
方

で
、
未
だ
十
九
歳
の
若
者
を

ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
犯
罪
者

だ
と
切
り
捨
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の

決
定
を
た
だ
称
賛
す
る
だ
け

の
大
人
達
に
は
、
不
寛
容
を

超
え
て
病
的
な
怖
さ
す
ら
感

じ
て
し
ま
う
。 

 
 人

間
は
皆
、
不
完
全
な
存

在
で
あ
る
。
過
ち
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
若
者
へ
ど
の
よ
う

な
言
葉
を
か
け
る
の
か
。
大

人
な
ら
ば
よ
く
よ
く
考
え
、
慎
重
に

言
葉
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｏ

Ｃ
の
決
定
に
賛
意
を
示
す
の
な
ら
、

せ
め
て
彼
女
へ
「
応
援
し
て
い
る

よ
。
」
と
い
う
一
言
く
ら
い
は
付
け

加
え
て
欲
し
い
。（
龍
） 
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貸切バスで行く日帰り旅 おせがき行
ぎ ょ う

 
8 月19 日（土）朝 7時 長泉寺出発 

本年の「おせがき行」は、西日本豪雨災害で被災されながらも、本年 5 月に新本堂を落慶された真言宗御室

派十夜ヶ橋永徳寺（愛媛県大洲市）様へお参りし、ご先祖・萬霊に廻向する施餓鬼供養法会を奉修します。併

せて、「伊予の小京都」と呼ばれる城下町「大洲街」を散策いたします。 

別紙ご案内用紙をご記入の上、お申込み下さい（参加費 10,000 円／廻向塔婆供養代 1,000 円也）。 

ご先祖 萬霊供養 
 



白
須
賀
観
音 

夏 

ま 

つ 

り 
七
月
十
三
日
、
当
山
に
祀
ら
れ
る

池
田

い

け

だ

綱つ
な

政ま
さ

公
所
縁
「
白し

ら

須
賀

す

が

観
音

か
ん
の
ん

」

を
本
尊
と
す
る
「
白
須
賀
観
音
夏
ま

つ
り
」
を
奉
修
し
ま
し
た
。 

雨
が
連
日
続
い
た
時
期
で
し
た

が
、
当
祭
開
催
日
ま
で
一
週
間
に
わ

た
っ
て
「
千せ

ん

手じ
ゅ

観か
ん

音の
ん

法ぼ
う

」
を
奉
修
し

た
お
か
げ
か
、
当
日
に
限
り
見
事
に

良
い
天
気
と
な
り
、
実
に
一
二
〇
〇

名
に
の
ぼ
る
大
勢
の
方
に
ご
参
拝
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

当
祭
は
、
宝
永
の
大
地
震
（
一
七

〇
七
）
に
お
い
て
池
田
綱
政
公
を
救

っ
た
と
伝
わ
る
白
須
賀
観
音
を
祀
り
、

檀
信
徒
皆
様
を
は
じ
め
参
拝
者
ら
の

除
災
招
福
を
祈
願
す
る
法
会
と
し
て
、

毎
年
七
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
多た

田だ

章あ
き

利と
し

総
代
が
委
員

長
を
務
め
る
初
の
実
行
委
員
会
形
式

で
の
開
催
。
境
内
に
は
十
二
の
屋
台

が
出
店
す
る
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
に
は

長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ
、
歌
の
お
兄

さ
ん
「
あ
お
に
ぃ
」
、
う
ら
じ
ゃ
連

「
四
季

し

き

」
、
松
原

ま
つ
ば
ら

徹
と
お
る

の
四
組
が
出
演

し
大
変
盛
況
で
し
た
。
協
賛
企
業
様

よ
り
豪
華
景
品
の
ご
提
供
を
い
た
だ

い
た
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
ら
の
笑
い

声
の
絶
え
な
い
賑
や
か
な
お
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。 

当
祭
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

多
く
の
檀
信
徒
皆
様
よ
り
協
賛
金
を

頂
戴
し
（
次
頁
に
ご
芳
名
掲
載
）
、

さ
ら
に
は
各
企
業
・
団
体
様
よ
り
ご

協
力
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【協
力
企
業
・団
体
】 

㈱
池
田
動
物
園 

様 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

音
楽
の
砦 

様 

南
方
中
道
長
泉
寺
町
内
会 

様 

あ
い
さ
か
歯
科
医
院 

様 

サ
ン
ヨ
ー
薬
局 

南
方
店 

様 

㈱
南
方
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

様 

医
療
法
人 

南
方
ク
リ
ニ
ッ
ク 

様 
 【お

楽
し
み
抽
選
会 

景
品
提
供
】 

㈱
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｐ 

様 

㈱
池
田
動
物
園 

様 

㈱
中
原
三
法
堂 

浜
店 

様 

㈱
肉
の
ク
マ
ザ
ワ 

様 

割
烹
か
ど
や 

様 

備
前
味
噌
醤
油
株
式
会
社 

様 

㈱
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

様 

㈱
ト
マ
ト
銀
行 

様 

          

ご出店いただいた屋台 

酒ショップ山本 

南方カフェ 

九郎の途上 

レストラン Ｓａｂｏｒｏｓａ 

パトラッシュＢ.Ｔ.Ｗ. 

酵素玄米ＭＯＪＩＲＯ 

トコトコ商店 

南方中道長泉寺町内会 

吉備土手下麦酒醸造所 

Ｒｉｌｉｅ 

グレンデルの釜屋 

やきや 



夏
ま
つ
り
協
賛
金 

ご
芳
名 

 

順
不
同 

敬
称
略 

原
田
清
子 

福
本
伸
一 

妹
尾
政
典  

奥 

昭
恵 

 
難
波
治
子 

難
波
克
仁  

難
波
み
ゆ
き 
浮
田
當
枝 

村
松
律
子 

田
井
万
代 

安
宅
大
祐 

富
田 

薫  

渡
邉 

進 
 

渡
辺
秀
明 

 
間 

健
一  

西
尾
新
一 

家
守
徑
子 

高
杉
泰
彦 

佐
藤
恭
子 

岩
見 

徹 

白
神
勝
彦  

行
本
美
子 

谷
佐
田
正
人 

草
地
幸
子 

源
根
秀
実 

服
部
政
子 

蛭
田
利
夫 

北
川
喜
信 

丸
山
幸
男 

石
原
縉
吾 

田
中
幸
治 

土
松
良
一 

浜
本
忠
義  

中
川
美
代
子 

牧
村
秀
章 

川
西
豊
子  

人
見
和
幸 

人
見
雅
子 

人
見
友
佳
子 

人
見
禎
昭 

人
見
紗
波 

人
見
裕
晴  

酒
井 

勉 
信
部
淳
子 

垪
和 

健  

冨
田
英
行 

稲
田
公
子 

時
吉
正
志  

寺
岡 

敬 
 

福
原
貞
子 

清
水
恭
子  

万
代  

弘  

中
村
久
美
子 
長
江
志
満
子 

石
村 

学 

笹
山
善
男 

穐
田
哲
也  

松
田
恭
子 

有
松
達
朗 

高
田
聖
三  

朝
森 

要 

則
兼
秀
雄 

馬
場
一
正  

石
原
布
美
子 

宮
本
伸
一 

田
原
義
夫 

木
下
一
男 

前
原 

肇 

齋
藤
忠
正  

本
田
君
子 

定
清 

勇 

近
藤
正
一  

沖
田
武
司 

川
崎 

渡 

福
池
忠
重  

久
住
桂
子 

中
村
希
典 

杉
山
花
子  

田
中 

強  

木
内
武
治  

下
石
八
重
子  

西
岡
昭
恵 

中
岡
光
夫 

井
上
正
美  

村
田
昭
功  

田
中
瑞
穂 

田
中
友
子  

湯
之
上
良
光  

西
方
邦
春  

佐
々
木
英
代 

福
見  

緑  

田
渕
和
邦  

中
西
健
嗣  

徳
森
康
子 

中
塚
房
子 

仲
田
知
行  

松
本
友
宏 

遠
藤
明
美 

越
田
美
幸  

伊
達
浩
子 

小
西 

武 
 

小
西
晴
子  

大
西  

緑 
 

伊
賀
禮
子 

小
原
洋
美  

山
脇
孝
夫 

浮
田
浩
自 

村
田
信
子  

登
尾
美
行 

川
上
節
夫 

真
部 

晃   

有
松
絹
子 

有
松
啓
介 

本
城
園
子  

伊
藤
圭
子 

田
邊
善
治 

香
川
和
道  

乾 

義
之  

川
合
愛
子  

小
川
孝
雄  

安
田
純
三 

小
林
茂
徳 

寺
村
昭
子  

丸
山
順
恵  

金
田 

勉  

二
宗
輝
明  

西
山
由
美   

浦
上 

洋  

重
藤
美
代
子 

長
畑
珦
子 

大
橋
千
代
子 

速
水
睦
枝 

千
葉
義
明 

杉
山
嘉
和 

安
田
洋
子 

松
田
寿
美
子 

神
原
晶
一 

山
本
弘
敏 

加
藤
知
子 

野
村
和
江 

安
井
和
子 

大
内 

浄 
 

畑
井
正
勝 

 

玖
村 

勝   

美
濃
允
子 

矢
吹
哲
男 

多
田
章
利  

島
本
昭
子  

福
原 

強  

山
下
弘
子  

武
元
幸
子  

江
口 

功  

橋
本
時
夫  

鈴
木
道
子  

小
林
志
保
子  

岡 

千
代
子 

重
定
勝
文  

浅
尾
む
つ
眸  

山
田
紀
香 

田
口 

茂 
 

丸
山
惣
一 

四
宮
満
子  

上
村
達
也  

岡
田
和
子 

 

町
田 

侃  

金
井 

勇  

三
宅
隆
士  

秋
庭
隆
志  

内
藤
路
子  

福
間
温
美  

萱
原
重
子  

河
村
徹
也  

工
藤
恭
子  

谷
口
哲
郎  

三
宅
恒
夫  

東
泉
藤
夫  

山
下
日
出
夫 

浮
田
次
郎  

丸
山
貴
子  

中
川
潤
二  

奥
田
千
鶴
子  

㈱
池
田
動
物
園  

匿
名
１
名  

 

合 

計 

一
八
一
名 

金 

額 

八
一
一
、
〇
〇
〇
円 

 

七
月
末
日
現
在 

 

皆
様
か
ら
の
御
志
に
対
し
、 

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

長 

泉 

寺 



青
葉
ま
つ
り 

 
毎
年
六
月
十
五
日
、
高
祖
弘
法
大

師
の
ご
誕
生
を
慶
祝
す
る
「
青
葉

あ

お

ば

ま

つ
り
」
は
今
年
、
葵
町

常
じ
ょ
う

福ふ
く

寺じ

を

会
場
に
、
参
拝
者
皆
様
に
御ご

宝ほ
う

号ご
う

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
の
深
い
意

味
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
特
別

法
会
と
い
う
形
で
奉
修
い
た
し
ま
し

た
（
主
催
：
岡
山
市
弘
法
大
師
降
誕

会 

事
務
局
：
当
山
内
）
。 

 

ご
参
拝
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ 

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

七
十
九
回
目
の
岡
山
空
襲
忌
を
迎

え
た
六
月
二
十
九
日
、
当
山
本
堂
に

於
い
て
長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ
に
よ

る
「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

お
か
げ
様
で
一
〇
〇
名
近
く
も
の

地
域
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
ナ
ー
ガ
の
歌
声
を
通

じ
て
戦
没
者
精
霊
を
追
悼
し
、
平
和

の
尊
さ
を
心
で
感
じ
る
素
晴
ら
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

寺
子
屋
文
化
講
座 

 

第
四
十
六
回
寺
子
屋
文
化
講
座
は

六
月
十
一
日
、
元
県
立
博
物
館
学
芸

員
で
、
現
在
は
長
島
愛
生
園
歴
史
館

の
学
芸
員
で
あ
る
木き

の

下し
た

浩
ひ
ろ
し

先
生
よ

り
「
一
五
〇
年
前
の
岡
山
の
感
染
症
」

と
い
う
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
約
三
十
名
）。 

 

現
在
も
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
苦
労
す
る
こ
と
の
多
い
感
染
症

問
題
で
す
が
、
岡
山
は
明
治
、
大
正
、

昭
和
と
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
、
肺
ジ
ス
ト

マ
、
日
本
脳
炎
な
ど
が
流
行
し
、

「
風
土
病
の
メ
ッ
カ
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
木
下
先
生

は
、
当
時
の
岡
山
の
被
害
状
況
か
ら

克
服
へ
つ
な
が
る
歴
史
に
つ
い
て
、

詳
し
く
解
説
下
さ
い
ま
し
た
。 

ご
詠
歌
巡
礼 

 
 

 

長
泉
寺
ご
詠
歌
会

え

い

か
か

い

は
、
月
に
一
回

ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
近
県
に
あ
る
お
寺

へ
お
参
り
す
る
「
ご
詠え

い

歌か

巡
じ
ゅ
ん

礼れ
い

」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

七
月
二
日
に
は
、
四
国
霊
場
第
八

十
四
番
札
所
の
屋や

島し
ま

寺じ

（
香
川
県
高

松
市
）
、
お
よ
び
同
八
十
六
番
札
所

の
志し

度ど

寺じ

（
さ
ぬ
き
市
）
を
巡
拝
。

各
寺
院
の
本
堂
で
ご
詠
歌
を
奉
納
し

た
ほ
か
、
お
昼
に
は
美
味
し
い
讃
岐

う
ど
ん
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
参
拝

と
な
り
ま
し
た
。 

ご
詠
歌
に
興
味
の
あ
る
方
、
私
も

一
緒
に
巡
拝
に
行
き
た
い
と
い
う
方

に
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

屋島寺（高松市） 令和 6年 7月 2日 

木下 浩 先生 



令
和
６
年
度 

檀
信
徒
総
代
会
総
会 

 

長
泉
寺
第
十
六
期
檀
信
徒
総
代
会

（
総
代
長
岩
見
徹
氏
）
は
、
六
月
二

十
八
日
に
今
年
度
総
会
を
開
催
。
昨

年
度
の
事
業
、
決
算
、
お
よ
び
監
査

の
報
告
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
今
年

度
の
方
針
、
事
業
計
画
等
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。 

 

議
長
に
岩
見
総
代
長
が
就
き
、
龍

門
住
職
か
ら
の
各
種
報
告
、
説
明
な

ど
を
経
て
、
諸
議
案
は
提
案
通
り
に

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

             

 

第
十
六
期
長
泉
寺
檀
信
徒
総
代
会 

 
 
 
 
 

役 
 

員 

総 

代 

長 
 

岩
見 

徹 
 

氏 
 

谷
万
成 

副
総
代
長 

 
 

丸
山
惣
一 

氏 
 

竹 

田 

総 
 

代 
 

金
田 

勉 
 

氏 
 

内
山
下 

 
 

〃 
 
 

 

多
田
章
利 

氏 

津
島
新
野 

 
 
 

〃 
 

 
 

浦
上 

洋 
 

氏 
 

足 

守 
会
計
監
査 

 

田
口 

茂 
 

氏 

新
屋
敷
町 

 
 

〃 
 

 
 

有
松
啓
介 

氏 
 

西
川
原 

             

岡
山
空
襲
忌 

平
和
祈
願
法
要 

 

岡
山
市
仏
教
会 

  

岡
山
市
仏
教
会
は
、
岡
山
空
襲
遺

族
会
と
の
共
催
で
毎
年
六
月
二
十
八

日
に
「
平
和
祈
願
法
要
」
を
奉
修
し

て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
同
日
、
日
蓮
宗
蓮
昌
寺
様

の
ご
本
堂
に
於
い
て
、
宗
派
の
違
い

を
超
え
て
合
同
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
悼
み
、
国

際
平
和
を
祈
願
す
る
と
こ
ろ
ひ
た
す

ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

             

日
本
清
酒
の
源
流
を
た
ど
る   

 

菩
提
山
正
暦
寺 

天
野
山
金
剛
寺 

参
拝 

月 
 

日
（
土
）
～ 

 

日
（
日
） 

室
町
時
代
に
真
言
僧
侶
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
日
本
清
酒
。
そ
の
発
祥
地

で
あ
る
「菩ぼ

提だ
い

山さ
ん

正
し
ょ
う

暦
り
ゃ
く

寺じ(

奈
良
市)

」、
並
び
に
当
山
と
も
法
縁
が
あ
り
、

僧そ
う

坊ぼ
う

酒し
ゅ

「
天あ

ま

野の

」
を
生
ん
だ
「
天あ

ま

野の

山さ
ん

金こ
ん

剛ご
う

寺じ(

河
内
長
野
市)

」
を
巡
拝
し

ま
す
。
費
用
、
旅
程
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。  

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

主
催 

長
泉
寺
杖
心
会 

11 

16 

17 
長泉寺の縁日法会 

    
毎月 8日 10時～ 本尊縁日法会 

法話/写経   

21日 10時～ 大師縁日法会 
    法話/写経/空海プログラム（法話）/お接待    

28日 10時～ 不動縁日護摩供 
必生不動明王護摩供養/不動真言念誦行 

 

光研名誉住職 中国洛陽白馬寺訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

光研名誉住職は、7 月 14 日から 5 日間、

岡山市との友好姉妹都市である中国洛陽市へ

出向き、当山との長年の法友関係にある白馬

寺、龍門石窟等を訪問しました。 

詳しくは、次号いづみにてご報告させていただき

ます。 



仁
和
寺
の
歴
史
紹
介 

 
 今

回
は
、
前
回
に
続
き
長
泉
寺
の

本
山
・
御お

室む
ろ

仁に
ん

和な

寺じ

の
歴
史
（
後
編
）

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 仁
和
寺
の
法ほ

う

灯と
う 

仁
和
寺
が
最
盛
を
誇
っ
た
平
安
時

代
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
そ

の
一
帯
に
は
七
十
を
超
え
る
院
家

い

ん

げ

が

林
立
し
ま
し
た
。
院
家
と
は
、
御
室

（
法ほ

っ

親し
ん

王の
う

）
を
は
じ
め
仁
和
寺
に
関

わ
る
僧
侶
の
た
め
の
分
院
で
、
住
房

と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
の
本
尊
、
建
造
物
、
寺

宝
を
有
し
、
真
言
密
教
の
法
流

ほ
う
り
ゅ
う

を

護
持
、
発
展
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
大

成
さ
れ
た
真
言
密
教
は
、
お
大
師
様

の
弟
子
で
あ
る
実じ

ち

慧え

大
徳
、
お
よ
び

真し
ん

雅が

大
僧
正
よ
り
源げ

ん

仁に
ん

僧そ
う

都ず

へ
と
継

承
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
本ほ

ん

覚が
く

大だ
い

師し

益や
く

信し
ん

へ
と
伝
わ
っ
た
「
広ひ

ろ

沢さ
わ

流
り
ゅ
う

」
と
、

理り

源げ
ん

大だ
い

師し

聖
し
ょ
う

宝ぼ
う

へ

と

伝

わ

っ

た

「
小お

野の

流
り
ゅ
う

」
に
分
か
れ
ま
す
。 

 

仁
和
寺
第
一
世
宇う

多だ

法ほ
う

皇お
う

は
、
広

沢
流
の
祖
で
あ
る
本
覚
大
師
よ
り
真

言
密
教
を
相
承
さ
れ
、
そ
の
法
流
は

仁
和
寺
寛か

ん

空ぐ
う

僧
正
、
同
寛か

ん

朝
じ
ょ
う

大
僧

正
、
同
済さ

い

信し
ん

大
僧
正
へ
と
受
け
継
が

れ
、
さ
ら
に
は
仁
和
寺
第
二
世
大お

お

御お

室む
ろ

性
し
ょ
う

信し
ん

親
王
、
寛か

ん

助じ
ょ

大
僧
正
へ
と

師し

資し

相そ
う

承
し
ょ
う

さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
あ
た
り
か
ら
院
家
そ
れ
ぞ
れ

に
法
流
は
枝
分
か
れ
し
、
広
沢
方
だ

け
で
六
流
、
小
野
方
や
高
野
山

（

中
ち
ゅ
う

院い
ん

流
り
ゅ
う

）
、
さ
ら
に
は
新
義
真

言
宗
を
開
か
れ
た
興こ

う

教
ぎ
ょ
う

大だ
い

師し

覚か
く

鑁ば
ん

上
人
な
ど
の
法
流
を
含
め
る
と
実
に

三
十
六
流
と
言
わ
れ
ほ
ど
に
広
が
り

ま
し
た
。
平
安
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か

け
て
、
真
言
密
教
は
相
乗
的
に
専
門

研
究
が
進
み
、
そ
の
内
容
を
研
ぎ
澄

ま
し
て
い
く
の
で
し
た
。 

他
方
、
と
き
の
天
皇
と

親
子
、
あ
る
い
は
兄
弟
と

い
う
関
係
性
で
あ
っ
た
仁

和
寺
門
跡
は
、
真
言
宗

長
者

ち
ょ
う
じ
ゃ

（
宗
の
最
高
位
）
よ

り
も
高
位
の
存
在
と
し
て

時
代
に
君
臨
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
天
皇
に
成
り

代
わ
っ
て
鎮
護
国
家
、
玉
体
安
穏
の

法
を
修
す
る
こ
と
で
、
天
皇
の
宗
教

的
分
身
と
し
て
絶
大
な
影
響
力
を
誇

っ
た
の
で
す
。 

特
に
、
天
変
地
異
や
外
敵
襲
来
か

ら
国
家
を
護
り
、
皇
室
の
安
産
成
就
、

子
孫
長
久
に
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
る

「
孔く

雀
じ
ゃ
く

経
き
ょ
う

法ぼ
う

」
は
、
仁
和
寺
門
跡

に
よ
っ
て
頻
繁
に
修
さ
れ
、
そ
の
法

力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

国
家
に
と
っ
て
仁
和
寺
は
、
極
め
て

重
要
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

 応
仁
の
乱 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
仏
法
の
威
光

を
輝
か
せ
た
仁
和
寺
で
す
が
、
最
大

の
転
換
期
と
な
っ
た
の
が
室
町
時
代
、

「
応
仁
の
乱
」
で
す
。 

京
の
都
を
戦
場
と
し
た
東
西
両
軍

の
戦
い
の
さ
な
か
、
仁
和
寺
一
帯
も

そ
の
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、

堂
塔
は
す
べ
て
焼
亡
。
幸
い
に
も
仏

像
や
経
典
な
ど
の
寺
宝
類
は
双

な
ら
び

ヶが

丘お
か

西
麓
の
院
家
「
真し

ん

光こ
う

院い
ん

」
へ
移
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
約
一
五
〇

年
も
の
間
、
仁
和
寺
は
本
来
の
伽
藍

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

境
内
が
再
建
の
途
に
就
い
た
の
は

江
戸
時
代
初
期
、
仁
和
寺
第
二
十
一

世
後ご

南
み
な
み

御
室
覚か

く

深じ
ん

法
親
王
の
と
き

で
す
。 

覚
深
法
親
王
と
は
、
後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天
皇

の
第
一
皇
子
で
、
六
歳
で
「
良か

た

仁ひ
と

親

王
」
と
し
て
親
王
宣
下
を
受
け
、
時

期
天
皇
と
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る

御
仁
で
し
た
。
し
か
し
、
徳
川
幕
府

か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
弟
で
あ
る
政こ

と

仁ひ
と

親
王
（
後
の
後ご

水
み
ず
の

尾お

天
皇
）
が

皇
位
を
継
承
さ
れ
、
ご
本
人
は
真
光

院
へ
ご
入
室
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

コ
ラ
ム 

孔雀明王像 仁和寺蔵 国宝 



朝
廷
と
幕
府
の
対
立 

と
き
は
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
か

ら
徳
川
家
康
に
よ
る
江
戸
幕
府
開か

い

闢
び
ゃ
く

に
い
た
る
激
動
の
時
代
で
す
。

朝
廷
と
幕
府
は
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で

力
関
係
を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、
秀

吉
が
亡
く
な
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
を

経
て
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た

後
は
、
朝
廷
は
幕
府
か
ら
様
々
な
干

渉
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

特
に
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
の

「
紫し

衣え

事
件
」
は
重
要
で
す
。
朝
廷

に
は
、
高
位
の
僧
侶
へ
紫
の
衣
を
授

与
す
る
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
宗
教
界
の
統
制
を
理
由
に
慶

長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
、
幕
府
は

こ
れ
を
禁
止
。
と
こ
ろ
が
後
水
尾
帝

は
過
去
の
慣
習
と
し
て
そ
れ
を
実
施

さ
れ
、
朝
廷
と
幕
府
と
の
間
に
激
し

い
対
立
が
起
こ
り
ま
し
た
。
後
水
尾

帝
は
大
変
ご
立
腹
さ
れ
、
こ
の
事
件

を
き
っ
か
け
に
第
二
皇
女
で
あ
る
明め

い

正
し
ょ
う

天
皇
へ
突
如
譲
位
を
さ
れ
る
に

い
た
り
ま
し
た
。 

 

覚
深
法
親
王 

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
、
仁

和
寺
門
跡
覚
深
法
親
王
は
、
と
き
の

将
軍
徳
川
家
光
が
上
洛
し
た
際
に
二

条
城
へ
出
向
か
れ
、
伽
藍
を
失
っ
て

い
る
仁
和
寺
に
対
し
御
所
の
紫し

宸し
ん

殿で
ん

や
清せ

い

涼
り
ょ
う

殿で
ん

な
ど
の
殿
舎
を
譲
る
よ

う
家
光
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

後
水
尾
帝
の
実
兄
で
あ
る
覚
深
法

親
王
は
、
幕
府
が
朝
廷
と
の
関
係
を

修
復
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、

御
所
の
殿
舎
が
改
築
時
期
を
迎
え

て
い
る
こ
と
な
ど
、
政
治
的
な
内

情
を
よ
く
汲
ん
だ
上
で
将
軍
家
光

に
申
し
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず

で
、
覚
深
法
親
王
に
し
か
で
き
な

い
大
変
お
見
事
な
る
振
る
舞
い
と

言
え
ま
す
。 

家
光
は
当
然
こ
れ
を
了
承
し
、
御

所
各
殿
舎
は
仁
和
寺
へ
移
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旧
紫
宸
殿
は

金こ
ん

堂ど
う

、
旧
清
涼
殿
は
御み

影え

堂ど
う

へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
、
さ
ら
に
五
重
塔
、
二

王
門
な
ど
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。 

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
ま
で
に

及
ぶ
こ
の
寛
永
の
復
興
に
よ
り
、
覚

深
法
親
王
は
仁
和
寺
に
お
け
る

「

中
ち
ゅ
う

興こ
う

の
祖そ

」
と
尊
称
さ
れ
て
い

ま
す
。 

旧
御
室
御
所
と
し
て
の
今 

そ
れ
か
ら
時
代
が
下
り
、
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
に
鳥
羽
伏
見
の
戦

（
戊
辰
戦
争
）
が
始
ま
る
と
、
第
三

十
世

純
じ
ゅ
ん

仁に
ん

法
親
王
が
還
俗
さ
れ
、

仁に
ん

和な

寺じ
の

宮み
や

嘉よ
し

彰あ
き

親
王
（
後
の
小こ

松
ま
つ
の

宮み
や

章あ
き

仁ひ
と

親
王
）
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

以
来
仁
和
寺
は
、
皇
族
が
御
室
を

継
ぐ
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

門
跡
を
仰
ぐ
寺
院
の
中
で
も
最
も
格

式
の
高
い
筆
頭
門
跡
寺
院
と
し
て
明

治
以
降
も
存
在
し
、
そ
の
法
灯
は
現

在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
期
に
真
言
宗
御
室
派
の
総
本

山
と
な
り
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
、
二
回
に
わ
た
っ
て
総
本
山

仁
和
寺
の
歴
史
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
紙
幅
も
限
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
悠
久
の
歴
史
の
ご
く

一
部
の
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
っ
と

深
く
知
り
た
い
御
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

お
参
り
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

覚深法親王像 仁和寺蔵  

仁和寺金堂（旧紫宸殿） 国宝  



                         

                         

   

    

                   

             

長泉寺の公式ホームページをぜひご活用下さい    

住職のブログ、月行事日程、文化教室のご案内など長泉寺の様々な情報がご覧になれます 

将 棋 ク ラ ブ 
  

毎月一回 客殿で開催中  
参加無料 

 
■75回目 

8 月31 日（土） 13：30－16：00 
 

■76回目 

9 月29 日（日） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくやっていま

す。どなたでもお気軽にご参加ください。 

長泉寺 南方          

回向 檀信徒各家精霊 

盂蘭盆総供養法会 
8 月15 日（木）9時～10時 受付 8時半～ 於：玉佛堂  

永代供養をされている方、お盆行時にお留守をされた方など、 

ご参列を希望される方にはお時間までにお位牌をご持参ください 
 

 

第
二
十
五
回 

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
十
五
日
正
午
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於 

長
泉
寺 

鐘
楼
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
催 

岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

9 月10 日（火）19：00～20：30 於 長泉寺本堂 

         参加無料・要事前予約  TEL：086-223-7450 
            参加ご希望のお方は、事前にお電話でお申込み下さい。 

 

薬師信仰とその造形 ―岡山の絵画・彫刻作品を中心に― 

講師：岡崎有紀氏 岡山県立博物館学芸員 

 毎
年
恒
例
の
盆
行
事
「
灯
篭
流
し
」

を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

新
盆
の
御
方
を
は
じ
め
、
ど
う
ぞ
皆

様
に
は
ご
来
場
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま

せ
。 

   

灯
篭
流
し 

 

八
月
十
六
日
十
八
時
～ 

 

於 

西
川 

下
石
井
公
園 

 
灯
篭 

九
百
円
（当
日
千
円
） 

 
 

主
催 

岡
山
市
仏
教
会 


